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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体流入口および流体流出口を有する制御バルブであって、前記制御バルブを通過する
流体流を制御するために前記流体流入口と前記流体流出口との間で移動可能に位置決めさ
れるバルブプラグを含み、前記バルブプラグは制御バルブステムに接続された、制御バル
ブと、
　前記バルブプラグを移動させるためのアクチュエータであって、アクチュエータハウジ
ングと、前記アクチュエータハウジング内に装着されたダイヤフラムとを含み、前記ダイ
ヤフラムは前記アクチュエータハウジングを少なくとも２つのチャンバに分割し、アクチ
ュエータステムが、一方端において前記ダイヤフラムに動作可能に接続され、前記ダイヤ
フラムの移動に応答して往復状に移動し、前記アクチュエータステムは他方端において前
記制御バルブステムに接続された、アクチュエータと、
　前記制御バルブと前記アクチュエータハウジングとの間に装着された液圧スリーブであ
って、前記制御バルブステムおよび前記アクチュエータステムのうちの１つに接続され、
前記制御バルブステムまたは前記アクチュエータステムのいずれかを前記液圧スリーブ内
の変化する液圧に応答して移動させる、液圧スリーブと、
を含む、スライドステムバルブ組立体であって、
　前記液圧スリーブは、
　スリーブハウジングを形成し、当該スリーブハウジングの内部を画定する外側壁部およ
び内側壁部と、
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　前記スリーブハウジング内で移動可能に配置され、前記スリーブハウジングの長手方向
軸に沿って移動可能である液圧ピストンであって、当該液圧ピストンの第１の端部が、前
記スリーブハウジングの前記内部に配置され、当該液圧ピストンの第２の端部が、前記ス
リーブハウジングの前記内部の外側に配置された液圧ピストンと、
を備え、
　前記アクチュエータステムおよび前記制御バルブステムのうちの１つは前記液圧スリー
ブを貫通し、前記液圧ピストンは前記アクチュエータステム、前記制御バルブステム、お
よび前記アクチュエータステムと前記制御バルブステムとを接続するステムコネクタのう
ちの１つに取り付けられており、
　前記液圧スリーブは、前記アクチュエータハウジングおよび前記制御バルブに対して第
１の位置と第２の位置との間で再配置可能であり、前記第１の位置においては、前記ピス
トンの前記第２の端部は、前記アクチュエータハウジングと前記スリーブハウジングとの
間に配置され、前記第２の位置においては、前記ピストンの前記第２の端部は、前記制御
バルブと前記スリーブハウジングとの間に配置される、
スライドステムバルブ組立体。
【請求項２】
　前記スリーブハウジングは長手方向開口部を含む、請求項１に記載のスライドステムバ
ルブ組立体。
【請求項３】
　前記スリーブハウジングは円筒形の、正方形の、三角形の、長方形の、または多角形の
、形状を含む、請求項１に記載のスライドステムバルブ組立体。
【請求項４】
　前記アクチュエータステムおよび前記制御バルブステムのうちの１つに取り付けられた
位置表示器をさらに含む、請求項１に記載のスライドステムバルブ組立体。
【請求項５】
　前記液圧スリーブは前記位置表示器に取り付けられている、請求項４に記載のスライド
ステムバルブ組立体。
【請求項６】
　前記液圧スリーブは、前記制御バルブと前記位置表示器との間に配置されているかまた
は、前記位置表示器と前記アクチュエータとの間に配置されている、請求項４に記載のス
ライドステムバルブ組立体。
【請求項７】
　前記アクチュエータと前記制御バルブとの間に配置されたヨーク部をさらに含み、前記
液圧スリーブは前記ヨーク部内に装着された、請求項１に記載のスライドステムバルブ組
立体。
【請求項８】
　前記液圧スリーブは、前記制御バルブを開放するように動作し、または前記制御バルブ
を閉止するように動作し、または前記アクチュエータをオーバーライドするように動作す
る、請求項１に記載のスライドステムバルブ組立体。
【請求項９】
　制御バルブ本体とアクチュエータハウジングとを備えたスライドステム制御バルブ組立
体を手動により作動させる方法であって、
　液圧スリーブを、制御バルブのアクチュエータステム、制御バルブステム、および前記
アクチュエータステムと前記バルブステムとを接続するステムコネクタのうちの１つに取
り付けるステップであって、前記液圧スリーブは、スリーブハウジングを形成し、当該ス
リーブハウジングの内部を画定する外側壁部および内側壁部を含み、かつ前記液圧スリー
ブは、前記スリーブハウジング内で移動可能に配置され、前記スリーブハウジングの長手
方向軸に沿って移動可能である液圧ピストンであって、当該液圧ピストンの第１の端部が
、前記スリーブハウジングの前記内部に配置され、当該液圧ピストンの第２の端部が、前
記スリーブハウジングの前記内部の外側に配置された液圧ピストンを含み、前記液圧スリ
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ーブは、前記アクチュエータハウジングおよび前記制御バルブに対して第１の位置と第２
の位置との間で再配置可能であり、前記第１の位置においては、前記ピストンの前記第２
の端部は、前記アクチュエータハウジングと前記スリーブハウジングとの間に配置され、
前記第２の位置においては、前記ピストンの前記第２の端部は、前記制御バルブと前記ス
リーブハウジングとの間に配置されるステップと、
　前記液圧ピストンを、前記アクチュエータステム、前記制御バルブステム、および前記
ステムコネクタのうちの１つに取り付けるステップと、
　前記液圧スリーブを作動させることにより前記アクチュエータステムおよび前記制御バ
ルブステムのうちの１つが移動され、それにより前記制御バルブが開放または閉止される
ステップと、
を含む方法。
【請求項１０】
　前記液圧スリーブを前記制御バルブとアクチュエータとの間において前記スライドステ
ム制御バルブに取り付けることをさらに含む、請求項９に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、全般的には、スライドステム制御バルブ組立体とともに使用されるアクチュ
エータのオーバーライドまたはバックアップ装置に関し、さらに詳細には、スライドステ
ム制御バルブ組立体のための液圧アクチュエータのオーバーライドまたはバックアップ装
置と、係る装置が組み込まれた制御バルブと、に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スライドステムプロセス制御バルブの多くは、一般にスライドステムバルブと称される
既知のダイヤフラム型またはピストン型のアクチュエータを用いて制御流体（例えば空気
）により作動される。スライドステムバルブは、スライドステムバルブを通過するプロセ
ス流体の１部分または電気モータアクチュエータを用いることによっても作動され得る。
アクチュエータは、バルブを閉止または開放するための力と動きを供給することにより、
これらの制御バルブを自動化するために用いられ得る。スライドステムバルブは、流体制
御部材（例えばバルブプラグ）を開放位置と閉止位置との間で移動させることによりバル
ブを通る流体の流れを制御するためのバルブステム（例えばスライドステム）を有する。
アクチュエータステムは、直線状のバルブステムをアクチュエータ（例えば空気アクチュ
エータ、液圧アクチュエータ、電動アクチュエータ、その他）に動作可能に連結する。
【０００３】
　動作中、制御ユニットがアクチュエータに制御流体を提供すると、アクチュエータの働
きによりバルブステムまたはバルブシャフトは所望の位置に位置決めされ、それにより流
体制御部材は所望の位置に位置決めされることとなり、その結果、バルブを通る流体流が
調整される。流体制御部材は、バルブが閉止されると、通常、バルブを通る流路を包囲す
る環状シールまたは周縁シールと係合し、その結果、バルブを通る流体流が（例えば一方
方向において、または双方向において）妨げられるように構成されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　プロセス制御システムにおいて、流体制御部材の位置を、開放位置、閉止位置、または
任意の他の位置にオーバーライドすることが必要とされる場合もある。例えば、緊急状況
時、電源障害時、またはアクチュエータへの制御流体の供給が遮断された場合に、容器に
過大圧力が加わることを防ぐためにバルブを開放すること、または漏出（たとえ化学物質
漏出）を防ぐためにバルブを閉止することが必要となる場合もある。いくつかの既知のオ
ーバーライド機構においては、オペレータが手動でバルブを操作し得るようアクチュエー
タに直接装着されたハンドホイールおよびネジが使用される。しかし、これらの既知のオ
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ーバーライド機構は、いくつかのバルブを一方向に手動操作することを可能にするのみで
あり、したがってバルブを他方向に手動操作するために使用することはできない。係る既
知の手動オーバーライド機構は、一般に、寸法および材料強度の制限により、およそ２ト
ンを越える力をバルブステム上に加えることはできない。加えて、例えばハンドホイール
およびネジ等の、係る既知の手動オーバーライド機構においては、（ハンドホイールから
加えられる）回転エネルギーはバルブステム上で直線状エネルギーに変換されなければな
らない。その結果、バルブステムまたはバルブステムとアクチュエータステムとの間のコ
ネクタは望ましくない回転力および／または剪断力を受けることとなり得る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　１つの実施形態において、スライドステムバルブ組立体は流体流入口および流体流出口
を有する制御バルブを有し、この制御バルブは、制御バルブを通過する流体流を制御する
ために流体流入口と流体流出口との間で移動可能に位置決めされるバルブプラグを有し、
このバルブプラグはバルブステムに接続される。バルブプラグを移動させるためのアクチ
ュエータは、アクチュエータハウジングと、アクチュエータハウジング内に装着されたダ
イヤフラムとを含み、このダイヤフラムはアクチュエータハウジングを少なくとも２つの
チャンバに分割する。アクチュエータステムは一方端においてダイヤフラムに接続され、
ダイヤフラムの移動に応答して往復状に移動し、アクチュエータステムは他方端において
バルブステムに接続される。液圧スリーブは制御バルブとアクチュエータハウジングとの
間に装着され、該液圧スリーブはバルブステム、アクチュエータステム、またはステムコ
ネクタのうちの１つに動作可能に連結され、そして液圧スリーブは液圧スリーブ内の変化
する液圧に応答してバルブステム、アクチュエータステム、またはステムコネクタを移動
させるよう適応される。
【０００６】
　他の実施形態において、液圧プレスは制御バルブとアクチュエータハウジングとの間に
装着され、該液圧プレスは、アクチュエータハウジングを制御バルブに接続するヨーク部
の内部に装着され、係るヨーク部に取り付けられる。液圧プレスはアクチュエータステム
とバルブステムとの間に配置されたステムコネクタに動作可能に連結され、該液圧プレス
は、液圧プレス内の変化する液圧に応答して、ステムコネクタを、したがってバルブステ
ムまたはアクチュエータステムを移動させるよう、適応される。
【０００７】
　さらに他の実施形態において、スライドステム制御バルブ組立体のための液圧スリーブ
は、スリーブハウジングを形成し、当該スリーブハウジングの内部を画定する外側壁部お
よび内側壁部を含み、該スリーブハウジングはスライドステム制御バルブ組立体に取り付
けられるよう適応される。液圧ピストンはスリーブハウジング内に移動可能に配置され、
該液圧ピストンはスリーブハウジングの長手方向軸に沿って移動する。アクチュエータス
テムおよびバルブステムのうちの１つは液圧スリーブを貫通し、液圧ピストンはアクチュ
エータステムおよびバルブステムのうちの１つに取り付けられる。この液圧ピストンはス
リーブハウジング内で移動可能に配置され、スリーブハウジングの長手方向軸に沿って移
動可能であり、当該液圧ピストンの第１の端部が、スリーブハウジングの前記内部に配置
され、当該液圧ピストンの第２の端部が、前記スリーブハウジングの前記内部の外側に配
置されている。液圧スリーブは、アクチュエータハウジングおよび制御バルブに対して第
１の位置と第２の位置との間で再配置可能であり、第１の位置においては、ピストンの第
２の端部は、前記アクチュエータハウジングと前記スリーブハウジングとの間に配置され
、第２の位置においては、ピストンの第２の端部は、制御バルブと前記スリーブハウジン
グとの間に配置される。
【０００８】
　スライドステムバルブアクチュエータをオーバーライドする方法（またはスライドステ
ムバルブアクチュエータのバックアップ動作の方法）は、液圧スリーブを提供することと
、その液圧スリーブをスライドステム制御バルブのアクチュエータステム、制御バルブス
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テム、およびステムコネクタのうちの１つに取り付けることと、その液圧スリーブを作動
させることによりアクチュエータ、制御バルブステム、およびステムコネクタのうちの１
つを移動させ、それによりバルブプラグを制御バルブ内で位置決めすることと、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】スライドステム制御バルブ組立体の透視図である。
【図２】スライドステム制御バルブ組立体の長手方向断面図である。
【図３】本開示の教示にしたがって構築され、液圧スリーブの形態を取る液圧アクチュエ
ータ装置を含む、図２のスライドステム制御バルブ組立体のヨーク部分の長手方向断面図
である。
【図４】液圧スリーブの代替的な実施形態を含む、図２のスライドステム制御バルブ組立
体のヨーク部分の長手方向断面図である。
【図５】図３および図４の液圧アクチュエータ装置の斜視図である。
【図６】アクチュエータオーバーライドまたはバックアップシステム内における図５の液
圧アクチュエータ装置の概略図である。
【図７】本開示の教示にしたがって構築され、液圧プレスの形態を取る液圧アクチュエー
タ装置のさらに他の実施形態を含む、スライドステム制御バルブ組立体のヨーク部分の長
手方向断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　これらの図面、特に図１、をここで参照すると、スライドステムバルブ組立体は全般に
参照番号２０により参照される。スライドステムバルブ組立体２０はバルブアクチュエー
タ２４が取り付けられた制御バルブ２２を含む。バルブアクチュエータ２４は往復状にア
クチュエータステム２５を移動させる。次に、アクチュエータステム２５は制御バルブス
テム２７に連結される。このように、制御バルブステム２７がアクチュエータステム２５
と連係して移動し、それにより制御バルブ２２を通過するプロセス流体の流れが以下でさ
らに論じられるように制御される。
【００１１】
　図２を参照すると、制御バルブ２２は流入口２８および流出口３０を有するハウジング
２６を含むことがさらに詳細に示される。図示はしないが、制御バルブ２２はプロセス流
体が流入口２８から流出口３０へと流れることを可能とするよう適応されることと、ハウ
ジング２６内で摺動可能に配置されたバルブプラグ３２の位置を調節することにより流体
が制御バルブ２２を通過する体積および速度も調節され得るここと、が理解されるべきで
ある。バルブプラグ３２の位置はバルブプラグ３２に接続された制御バルブステム２７の
位置を調節することにより変化される。さらに詳細には、制御バルブステム２７の位置を
調節することにより、流入口２８と流出口３０との間に配置されたバルブ座３３に対する
バルブプラグ３２の位置も調節される。バルブプラグ３２とバルブ座３３との間の距離の
結果として、調整された量の流体がバルブプラグ３２とバルブ座３３との間の空間を通過
する。
【００１２】
　アクチュエータ２４は、アクチュエータステム２５の位置を調節し、それにより、アク
チュエータステム２５が制御バルブステム２７に動作可能に連結されているために、制御
バルブステム２７およびバルブプラグ３２の位置を調節する。例えば、アクチュエータス
テム２５および制御バルブステムはステムコネクタまたは位置表示器９０により動作可能
に連結され得る。アクチュエータ２４はハウジング３６を含み、アクチュエータステム２
５はハウジング３６内で往復する。さらに詳細には、図示の実施形態において、ハウジン
グ３６はハウジング３６の基部においてヨーク部４０に取り付けられ、ハウジング３６の
頂部においてダイヤフラムケーシング４２に取り付けられる。ヨーク部４０は制御バルブ
２２に装着されるよう適応された底部分４４を含む。
【００１３】
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　アクチュエータステム２５の移動はバネと流体圧力とにより制御される。アクチュエー
タステム２５はダイヤフラムケーシング４２内に配置されたダイヤフラム４８に接続され
る。バネ５０はアクチュエータステム２５の周囲に配置され、ダイヤフラム４８（または
ダイヤフラムプレート４９）およびバネ座５２の両方に作用することにより、ダイヤフラ
ム４８を図２における上方に付勢する。この実施形態においては、圧縮バネ（すなわち力
が印加されて圧縮され、そのために非圧縮状態に戻ろうとするバネ）が示される。しかし
他の実施形態においては引張バネ（すなわち力が印加されて引っ張られ、そのために引っ
張られていない状態に戻ろうとするバネ）が用いられ得る。図２において示される実施形
態におけるバネ５０は、したがって、ダイヤフラム４８、アクチュエータステム２５、制
御バルブステム２７、およびバルブプラグ３２を上方に付勢する。したがって、制御バル
ブ２２は、バルブプラグ３２とバルブ座３３との間の相対的関係に応じて、通常開弁型ま
たは通常閉弁型で提供され得る。図２において示される実施形態は、バネ５０から与えら
れるバネ付勢がバルブ座３３から離れる方向の力をバルブプラグ３２に印加するため、通
常開弁型である。しかし、当業者には明らかであるように、バルブプラグ３２が図２にお
いてバルブ座３３の下方に配置される場合には、バネ５０から与えられるバネ付勢はバル
ブ座３３に向かう方向の力をバルブプラグ３２に印加することとなり、その結果、この実
施形態は通常閉弁型である。バルブプラグ３２およびバルブ座３３の相対的位置と異なる
種類のバネ５０とを組み合わせることにより、ほぼ全部の所望の環境に適合され得る。
【００１４】
　例えば、当業者には明らかであるように、バネ５０はダイヤフラム４８をバルブ座３３
に向かって下方に付勢し得る。係る付勢は、引張バネ（圧縮バネと対照的に）であるバネ
５０を用いることにより、またはバネ５０をダイヤフラム４８の反対側（すなわちダイヤ
フラム４８とアクチュエータハウジング４２の頂部との間）に配置することにより、達成
され得る。
【００１５】
　バルブプラグ３２を移動させて制御バルブ２２の位置を制御するためには、ダイヤフラ
ムケーシング４２内の制御流体圧力が調節される。さらに詳細には、ダイヤフラム４８は
ダイヤフラムケーシング４２を上方チャンバ５３および下方チャンバ５４に分割する。上
方チャンバ５３における制御流体圧力、例えば気圧、を制御ライン５７を通して調節する
ことにより、ダイヤフラム４８は、バネ５０と上方チャンバ５３内の制御流体圧力との間
の相対的力に応じて、上方または下方に移動され得る。
【００１６】
　図示のアクチュエータ２４は、制御バルブステム２７の位置と制御バルブ２２のプラグ
とを調節するよう適応された１つの種類のアクチュエータにすぎない。他の形態のアクチ
ュエータも可能であり、本願の範囲に含まれる。
【００１７】
　上記で説明されたもの等の構造を用いることにより、プラグ３２の位置をバルブ座３３
に対して調節することが可能となり、それにより制御バルブ２２を通過する流体の流れが
調節される。一方、プラグ３２を正確に位置決めし、それにより制御バルブ２２を通過す
る流体の流れを正確に制御するために、ポジショナ５５が提供され得る。ポジショナの１
例はフィッシャ・コントロールズ社製のＦＩＥＬＤＶＵＥ（登録商標）ポジショナであり
、ポジショナの他の例は米国特許公開第２００１／００３７１５９号において示される。
なお同特許は参照することにより本明細書に援用される。ポジショナ５５は加圧制御流体
源５９に接続された流体流入口と制御ライン５７とを含み得る。ポジショナ５５は、アク
チュエータステム２５（または制御バルブステム２７）が上下に移動するにつれて、位置
信号を位置センサ７１から生成する送信器６１から信号を受信するよう適応され得る。送
信器は有線接続を介して、または無線、ＷｉＦｉ、あるいは他の任意の種類の電磁波等の
ワイヤレス接続を介して、信号を送信し得る。次いで、プラグ３２の位置は位置信号を分
析することにより判定され得る。プラグ３２が適切に位置決めされない場合は、対応する
訂正信号がポジショナ５５により生成されて制御ラインを通り送信され、その結果、上方
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チャンバ５３内の制御流体圧力を変化させることによりアクチュエータステム２５（また
は制御バルブステム２７）が作動され得る。さらに詳細には、ポジショナ５５はプロセッ
サおよびメモリを含み得る。プロセッサは、受信された信号とメモリ内に格納された設定
値とを比較し、その結果、訂正信号が生成される。代替的には、ポジショナ５５は受信さ
れた信号を直接配線、ＲＦ通信、その他により遠隔プロセッサ６５に伝達し、次いで遠隔
プロセッサ６５が訂正信号を生成しポジショナ５５に送信し得る。
【００１８】
　上方チャンバ５３内の制御流体圧力が大きくなるにつれて、上方チャンバ５３内の制御
流体圧力がバネ５０により生成された力よりも大きくなるため、ダイヤフラム４８は下方
に移動する。ダイヤフラム４８がバルブ座３３に向かって下方に移動するにつれて、下方
チャンバ５４の体積は減少し上方チャンバ５３の体積は増加する。上方チャンバ５３の増
加した体積は制御ライン５７を通って入ってくる制御流体により充填される。下方チャン
バはアクチュエータ孔６３を含み、下方チャンバ５４の体積が減少するにつれて流体が下
方チャンバ５４から排出されることを可能にする。同様に、上方チャンバ５３内の制御流
体圧力が減少すると、下方チャンバ５４の体積が増加する一方で上方チャンバ５３の体積
は減少する。制御流体は、上方チャンバ５３の体積が減少するにつれて、上方チャンバ５
３から制御ライン５７を通って流出し、流体がアクチュエータ孔６３を通って下方チャン
バ５４に流入し、それにより、下方チャンバ５４の膨張する体積は充填される。
【００１９】
　図３において示されるように、スライドステムバルブ組立体２０は、アクチュエータ２
４の故障時にアクチュエータ２４をオーバーライドするために、あるいはバックアップモ
ードで制御バルブ２２を操作するために、またはアクチュエータ２４が動作を実行できな
いときに制御バルブ２２の作動が要求される任意の他の状況のために、液圧スリーブ７０
等の液圧アクチュエータ装置を含む。液圧スリーブ７０はスリーブハウジング７６を形成
する外側壁部７２および内側壁部７４を含む。スリーブハウジング７６は、液圧スリーブ
７０に流体を注入するための流体流入口７８と、液圧スリーブ７０から流体を除去するた
めの流体流出口８０と、を含む。液圧ピストン８２はスリーブハウジング７６内で摺動可
能に配置される。液圧ピストン８２はスリーブハウジング７６の内部を２つのチャンバ、
すなわち低圧チャンバ８４と高圧チャンバ８６とに分割する。液圧ピストン８２は低圧チ
ャンバ８４と高圧チャンバ８６とを流体的に分離するために、１つまたは複数のシール８
８を含み得る。液圧ピストン８２は、アクチュエータステム２５および／または制御バル
ブステム２７に固定的に取り付けられたステムコネクタまたは位置表示器９０に接続され
得る。代替的に、液圧ピストン８２は、直接的にアクチュエータステム２５または制御バ
ルブステム２７に固定的に取り付けられ得る。
【００２０】
　動作中、流体が流体流入口７８を通り高圧チャンバ８６へと注入される。高圧チャンバ
８６内で圧力が上昇するにつれて、液圧ピストン８２はアクチュエータ２４に向かって押
され、それにより、制御バルブ２２（図３においては図示せず）は開放位置に向かって押
されることとなる。液圧スリーブ７０は、例えば制御バルブ２２内における材料破壊また
は他の困難な状況に起因する何らかの抵抗を克服するために、またはバルブプラグ３２上
に印加される過大な流体逆圧を克服するために、ある場合には５００００Ｎを越える極め
て大きい開放力を有利に提供する。さらに、液圧スリーブ７０は、アクチュエータの動作
不良時にアクチュエータ２４をオーバーライドするために、またはバックアップモードで
制御バルブ２２を操作するために、用いられ得る。加えて、液圧スリーブ７０は、制御バ
ルブステム２７およびアクチュエータステム２５の長手方向軸に整列された力を生成する
。したがって、ねじり力または剪断力が制御バルブステム２７またはアクチュエータステ
ム２５に加わることはない。
【００２１】
　図４は液圧スリーブ１７０の形態における液圧アクチュエータ装置の代替的な実施形態
を示す。この場合において、液圧スリーブ１７０はステムコネクタまたは位置表示器９０
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とアクチュエータハウジング１２２との間に配置される。液圧スリーブ１７０はスリーブ
ハウジング１７６を形成する外側壁部１７２および内側壁部１７４を含む。スリーブハウ
ジング１７６は、液圧スリーブ１７０に流体を注入するための流体流入口１７８と、液圧
スリーブ１７０から流体を除去するための流体流出口１８０と、を含む。液圧ピストン１
８２はスリーブハウジング１７６内で移動可能に配置される。液圧ピストン１８２はスリ
ーブハウジング１７６の内部を２つのチャンバ、すなわち低圧チャンバ１８４と高圧チャ
ンバ１８６とに分割する。液圧ピストン１８２は低圧チャンバ１８４と高圧チャンバ１８
６とを流体的に分離するために、１つまたは複数のシール１８８を含み得る。液圧ピスト
ン１８２は、アクチュエータステム２５および／または制御バルブステム２７に固定的に
取り付けられたステムコネクタまたは位置表示器９０に接続され得る。代替的に、液圧ピ
ストン１８２は、直接的にアクチュエータステム２５または制御バルブステム２７に固定
的に取り付けられ得る。
【００２２】
　図４において示される液圧スリーブ１７０は図３において示される液圧スリーブ７０と
同様に動作される。しかし、液圧スリーブ１７０は液圧スリーブ７０に対して反転されて
おり、アクチュエータ１２４とステムコネクタまたは位置表示器９０との間に配置される
。したがって、液圧ピストン１８２は図４において下方（すなわちアクチュエータから離
れる方向）に移動する。結果として、図４において示される液圧スリーブ１７０が作動す
ると、制御バルブ２２（図４において図示せず）が閉止される。
【００２３】
　図５は液圧スリーブ７０の１つの実施形態を示す。液圧スリーブ７０はスリーブハウジ
ング７６、液圧ピストン８２、流体流入口７８、および流体流出口８０を含む。液圧ピス
トン８２はスリーブハウジング７６の長手方向軸に沿って移動する。スリーブハウジング
７６は中空空間９２を含み、アクチュエータステム２５または制御バルブステム２７が中
空空間９２を通過できる。図５において示されるスリーブハウジング７６は形状において
円筒形である。しかし、他の形状も可能である。例えば、スリーブハウジング７６は設置
の容易化のために長手方向の開口部を有し得る。スリーブハウジング７６は他の断面形状
、例えば三角形、正方形、長方形、または任意の他の多角形断面形状、ならびに長円形ま
たは楕円形の断面形状も取り得る。さらに１つまたは複数の液圧プレスまたはピラーが、
単一のスリーブハウジング７６の代わりに、用いられ得る。
【００２４】
　図６は、アクチュエータオーバーライドまたはバックアップシステム９４における液圧
スリーブ７０を概略的に示す。システム９４はコントローラ９６に動作可能に接続された
液圧流体源９５を含み得る。コントローラ９６はコンピュータ、キーボード、マウス、音
声認識システム、または入力信号を生成するのに適した任意の他の装置等の信号入力装置
９７から信号を受信し得る。コントローラ９６は、流体流入口７８への液圧流体圧力を制
御し、それにより液圧ピストン８２が延長または収縮される。低圧チャンバ８４および１
８４（図３および図４）からの過剰な流体は、液圧流体源９５または何らかの他の液圧流
体保持装置に戻り得る。
【００２５】
　図７は液圧プレス２７０の形態における液圧アクチュエータ装置の代替的な実施形態を
示す。液圧プレス２７０はアクチュエータ２２４と制御バルブ（図７において図示せず）
との間に配置されたヨーク部２４０内に装着され得る。液圧プレス２７０は、固定される
ために、アクチュエータ２２４に代わってヨーク部２４０に接続され得る。液圧プレス２
７０はステムコネクタまたは位置表示器２９０にも接続され得る。液圧プレス２７０は、
スロット２９８およびコネクタ２９９により、ステムコネクタまたは位置表示器２９０を
、したがってアクチュエータステム２２５およびバルブステム２２７を、図７において上
下に移動させ得る。液圧プレス２７０とステムコネクタまたは位置表示器９０との間には
、他の種類の接続が可能であり、係る接続は当業者の能力の範囲内である。液圧プレス２
７０は視覚的位置目盛Ｐも含み得、オペレータまたは技師は視覚的位置目盛Ｐに対するス
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テムコネクタまたは位置表示器２９０の相対的位置を視覚的に観察することにより制御バ
ルブの位置を判定することができる。液圧プレス２７０はヨーク部２４０内において実質
的に任意の位置に設置され得、したがって液圧プレス２７０の位置はそれぞれの特定の制
御バルブ組立体に応じて調整され得る。さらに、液圧プレス２７０は実質的に既知のヨー
ク部のあらゆる構成に適応され得、したがって既存の制御バルブ組立体の構成に追加設置
することができる。
【００２６】
　上述の詳細な説明は理解の明快化のためにのみ与えられたものであり、様々な修正例が
当業者には明らかであるため、係る説明を基に不必要な制限を課してはならない。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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